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研究成果の概要（和文）：環境変化の激しいアジア新興国市場では、「スピード」「現地化」が重視される一
方、差別化を行うために日本市場あるいは欧米市場進出で得られた知見を活かす必要があるというジレンマに日
本企業は十分対応できていない。結果として、多くの日本企業が優れた製品、技術を持ちながらもアジア市場に
おけるポテンシャルを発揮できていないことが再発見された。また、そうした問題点については「直視」するこ
となく、現地の市場の未成熟度など「言い訳」を容認する文化が散見された。多くの場合、日本企業における本
社は「もっとも国際化が遅れた部門」という発見は、より多くの示唆を含み、今後さらなる研究が必要であるこ
とが痛感された。

研究成果の概要（英文）：For Japanese firms, it is critical to manage speed and local business 
practices without losing their strengths developed in Japanese and western markets. Yet, not many 
Japanese firms are able to balance the two competing demands well. As a result, their potential in 
terms of great products and advance technologies are not fully realized in the Asian markets. 
Moreover, it is found that many Japanese managers are not committed to those problems sincerely. 
Instead, they attribute the poor performance to local uncertainties and immaturity. In this sense, 
it is fair to say that the headquarters is the least globalized division, which suggests that we 
have to explore this issue even deeper and more thoroughly. 

研究分野：組織マネジメント
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１．研究開始当初の背景 
 
環境変化の激しい新興国市場では、「スピー
ド」が重視される一方、日本企業として現
地企業・欧米グローバル企業と差別化を行
うためには、日本市場あるいは欧米市場進
出で得られた知見を活かす必要がある。現
段階では、「本社」は一般的な機能・役割と
しては議論されるものの(例、 上野、2011)、
研究としてはまだまだ不十分である
(Ciabuschi, Dellestrand, & Holm, 2012)。 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、アジア新興国進出に関して日
本企業の「本社の価値」についての調査・
考察を行うことを主要な目的として取り組
んだ。本研究では、「本社の価値」について
そもそもの意味合いを明らかにして(1)新
興国市場で(2)同一企業の本社および地域
子会社双方の視点から、(3)意識の共有およ
びギャップの生ずる原因まで踏み込んで検
討することを目的としている点で新しく、
かつ学術的にも実務的にも重要性の高い研
究である。 
 
３．研究の方法 
 
本研究ではこれまでの調査を踏まえ、同一
企業の「本社」「現地子会社」にインタビュ
ーを行い、それぞれの問題意識、双方への
期待・評価およびその共有の度合いとその
理由、業績への影響についての仮説を構築
する。2 年目以降は定性インタビューを踏
まえ、同一企業の本社と複数の現地子会社
に対し定量的サーベーを行い、その仮説の
検証ならびに仮説の深掘りを行う計画であ
った。 
 
本社の役割は非常に広いことがインタビュ
ーを通じて判明したため、現段階ではサー
ベーにまでは至っておらず、定性およびデ
ータベースを活用した定量分析に注力した。 
 
４．研究成果 
 
環境変化の激しいアジア新興国市場では、
「スピード」「現地化」が重視される一方、
差別化を行うために日本市場あるいは欧米
市場進出で得られた知見を活かす必要があ
るというジレンマに日本企業は十分対応で
きていない。結果として、多くの日本企業が
優れた製品、技術を持ちながらもアジア市場
におけるポテンシャルを発揮できていない
ことが再発見された。また、そうした問題点
については「直視」することなく、現地の市
場の未成熟度など「言い訳」を容認する文化
が散見された。多くの場合、日本企業におけ
る本社は「もっとも国際化が遅れた部門」と
いう発見は、より多くの示唆を含み、今後さ

らなる研究が必要であることが痛感された。 
 
こうした問題の根本にあるのは、本社の「上
から目線」つまり「sender’s bias」が戦略展
開を阻害するとの議論を展開したのが、２０
１７年に掲載された論文である。 
 
本論文では、そうした本社およびトップマネ
ジメントのバイアスだけでなく、コミュニケ
ーションの手法、ストーリーテリング、直接
かどうか、そして受け手側にオープンと思わ
れているかどうかといったモデレーション
の条件についても議論を展開している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
この本社の問題は、海外展開において「なに
が問題がわからない」という形で顕在化する
ことが発見された。これは“A quasi global 
mindset”と名付け、これまでの調査をさらに
アップデートし、ジャーナルに掲載すること
ができた。そこでの主ポイントは、下記３つ
の図表であらわされるように欧米での成功
の結果多くの日本企業本社が Global mindset
を中途半端に理解し、獲得できたと勘違いし
た結果、問題の本質を見据えることができず、
「不確実」「現地の制度が整っていない」な
ど外部要因ばかりに目を向け、悪循環に陥っ
ているという点である。 
 
Figure: Mechanisms of Japanese MNCs’ 
Struggle in Emerging Markets 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 



Figure: Evolution of Global Mindset of 
Japanese MNCs 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
Figure: A Quasi Global Mindset of Japanese 
MNCs’ Struggle in Emerging Markets 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
こうした点を考えてみると、改めて本社の役
割における「バイアス」の果たす問題
（behavioral aspects）を深堀することの重
要性について深く認識された。本社と海外子
会社の間のコミュニケーションだけでなく、
現地の日本人と現地トップの間の二重の問
題について、より考察を深める必要がある。 
 
また、今後の研究においては、幅広い役割の
中でよりフォーカスを絞ったアプローチが
重要であることも認識できた。 
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